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」ECK2010年 度総会
'10年
4月 17日JECK第 9回総会が横浜」ICAl階会議室で開催されました。一

部役員の交代があり、多忙な理事谷保茂樹氏が評議員となり、評議員の小

谷泰三氏が新しく理事に就任しました。また会則の一部が改正され、本会の

事務局は、」ICA横浜国際センター3F「国際協力連絡室内」に置かれること

に決まりました。そしてこれまでの」ECKデスク待機は今後も続けられますが、

今年度からはより人の集まりやすい土曜日の13時から17時に変わりました。皆

様も時 は々会員以外の方も連れて遊びにいらしてください。

横浜国立大学「冠講座」のJECK提供講座が終了
横浜国大の「冠講座」今年度前期はJECK提供講座として「日本の環境。経済発展協力」をテ

ーマとして行われましたが、7月 30日に期末試験が終わり、同日の夕べ、ささやかな打ち上げが行

われ、担当の山崎敬一教授の話などを聞きながら講師となった人 の々感想などを話し合う良い

機会となりました。なお、山崎教授の一文が今回の会報に載りましたのでご期待下さい。

」ECKA国際協力関連展示成功裏に終了
本年7月 23日から8月 11日まで」ICA横浜国際センター1階ホールにおいて「神奈川から世界へ」のテーマでJICA草の根活動の展

示会がありJECKAから「フイジー貧困沿岸村落における住民参加プロジェクト」に、フイジー島における「ミルクフイツシユの養殖実

施状況」についての記録と写真が展示されましたが、この度成功裏に終了しました。

夏季セミナーの開催

今年度の「夏季セミナー」は8月 7日 (土 )いつもの1階会議室で下記のテーマで

行われました。30名近くが参加され各専門家の体験を交えた話を興味深く聞く

ことが出来ました。終了後は例によつて食堂の一隅での飲み会で一段と盛り上

がったようです。

セミナーの内容は以下の通りです。

「青年海外協力隊での体験」…………………………畦地宗敬

「発展途上国における廃物処理の現状」…………… 緒̈方順一

「サウジアラビアにおける包装研究所設立支援」…… 大̈平一昭

神奈川県海外技術研修員、Fernando Diazさんの来日

昨年度に引き続き、当会から推薦した技術研修員フェルナンド
・デイアスさん(30才)がエクアドルから9月 4日に来日し

た。彼はエクアドル開発銀行で環境対策関係のプロジェクトの管理を担当している土木技術の専門家で、横浜国立

大学環境情報研究院の藤江教授の下で「上下水道処理・水質管理・環境汚染削減方法」のテ
ーマで10月から来

年3月まで専門研修を受けます。

9月 17日、」ICA横浜のセミナールームで行われた歓迎会には、海外から来日した県の技術研修員全員の他、横浜国

大経済学部大学院の留学生8名も参加して大変盛会でした。
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一 裾野産業支援派遣で各工場を訪問

工業fヒが進展するベトナム

1.ベトナム S:支援派遣の経緯

私は」ICA専門家として 2001年 9月から2年間ホーチミ

ン計画投資局に派遣され、中小企業を支援した実績が買

われ04年 1月から3月の2か月間、ベトナムの裾野産業支

援及びベトナム裾野産業と日系進出企業とのネットワーク形

成のため日本開発協会専門家として再度ベトナムに行ってき

た。今回の派遣に関しては JETROホーチミンや計画投資

局の推薦があったことが大である。

2.ベトナムの機械産業の現状

ベトナムの GDPは、世界不況にもめげずここ数年来、中国

同様 7パーセント程度の成長を遂げてきている。工業生産

指数では、年 10パーセント以上の伸びを持続している。日本

経済のマイナス成長に比べ、中国・ベトナムの成長は目を見

張るものがある。今後中国・ベトナムの成長を止めるものが

あるとすれば、米英軍を中心とするイラク攻撃による石油資

源の高騰と世界同時不況に襲われた時と言えるだろう。今

ベトナムは活気に富んでいる。よく、バイク部品の輸入制限や

関税の引き上げばかりのニュースが取りざたされており、日本

にいるとベトナムの実態が正確に見えてこない。ホーチミンを

闊歩するとバイクの洪水に遭遇する。ここで走っている 6割

以上がホンダのバイクであり、交通渋滞や交通事故の原因

になっているとなると、国がバイクの規制に乗り出すのももっと

もと領 |ナる。

南部地区は、繊維・衣料、食品産業機械、農業関係、医薬

品、建築や工芸品のための比較的軽量の機械産業が主

で、北の首都ハノイ周辺の鉄鋼業をはじめとする重工業・自

動車・バイク産業中心とは様相を異にしている。

ベトナムエ員は技能レベルが高く、働く意欲が高いので、韓

国 。台湾やシンガポールの工場経営者が、この地で彼等を

小谷 泰三 (」ECK会員)

使って事業発展を図る様子が目立つ昨今である。

3.地元企 業とネットワーク化

今回はホーチミンを中心とする南部地域の SI企業 12社を

日系企業の機械メーカーの経営者と一緒に見学する機会を

得た。これらの日系企業の中には、既に60パーセント以上も

国産部品を使っている企業もあり調達専門部署を設け、出

来るだけコストダウンになるよう真剣に対中国対策を考えてい

る企業もあった。一般の中堅・中小の進出日系企業は、日本

人の管理者・技術者が少人数しか派遣されておらず、今回

のようなベトナムの SI企業を見て回る企画に多くの期待が

寄せられた。参加企業の経営者は、ベトナムの機械工業の

裾野分野 (鋳造、鍛造、金型、ダイキャスト、板金、ボルト・ナ

ットなど)が今まで描いていたより進歩してきているのに感心し

ていた。中には早速図面を渡し、サンプル部品の生産を依頼

している企業もあった。5Sや資材管理がきちんと行われてい

る企業 も増 えてきている。また、CMCマ シーンや

CAD/CAMも活用されており、工業系の優秀な大学生を採

用するのも難しくなりつつあり、リクルートに力を入れる企業も

増えてきている。また、日系進出企業が地元 SI企業に何を

望んでいるのか実態調査も行われ、30社の地元機械 。電

気メーカーからの回答も得ている。さらに、ベトナム企業 50社

が日系企業を見学したり、工業局や工科大学など行われ、こ

のことが地元新聞にも報道されるなどの成果を得た。

《ベトナムのバイク関連企業を訪間して》

――ベトナムエ業省モーターサイクル産業マスタープラン策定支援一―

日越共同イニチアチブに基き」ICA専 門家として上記のマ

スタープラン策定支援のため 2005年 9月から4ケ月間派

遣される機会を得た。日越イニシアチブは、'o2年 12月に開

催された支援国会合で、服部在越日本国大使が、ベトナム



コマツ提供講座・JECK提供講座
(横浜日立大学経済学部専門講義)をふりかえつて

――途上国の技術発展の課題について、毎週臨場感あふれる講義が展開

1 概略

昨年度 (2009年度)の後期と今年

度前期に、経済学部では、既存の寄

付講座にくわえて新規に 2つの寄付講

座 (各半期)を開設した。昨年度は

コマツ社提供の「日本の国際協力」で、

今年は 」ECK提供の「日本の環境・

経済発展協力」である。いずれも経済

学部の専門科目の講義 (特殊講義)

であるが、前者は、本学とコマツ社の

間に締結されている産学連携に関する

包括協定の 1部を構成するものである。

後者の」ECKは、「」ICA帰国専門家

連絡会かながわ」の略である。JICA(日

本国際協力機構)の制度で途上国ヘ

派遣された「JICA専 門家」は、数

年の協力事業を終えて帰国した後、

全国各地で連絡会をつくっているが、

」ECKはその神奈川県の会で、他地

域と比較して比較的活発に活動されて

いるようだ。」ECKに集う帰国専門家は、

大手グローバル企業の技術者がおお

く、国際ビジネスの最前線で活躍され

てこられた経済人である。横浜市の現

役職員や現役ビジネスマンもむろん含ま

れている。

2つの提供者は、資金だけでなく、

講義担当の講師も派遣してくださつた。

コマツ社は社員 3名、」ECKは 25名

の会員を、それぞれ講師に指名された。

本年 7月 30日に期末試験が終わり、こ

れで「ワン・クール」が完了したことに

なるので、この機会に簡単にこの 1年

をふりかえっておきたい。

2 講義内容

今回の 2講座の共通テーマは日本政

府の ODAと民間の協力事業を含めた

国際協力であるが、マスメディアで紹介

される論議とは異なる内容だという印象

をもった受講生がいたかもしれない。マ

スメディアでは不祥事が中心に報道され

るからである。」ICA専門家による技術

協力活動は、」ICA事業の根幹部分な

のであるが、内容にセンセーショナルな

性格がなく、ニュース性に欠ける。この

地道な技術協力活動こそが、」ICA事

業の中核といえよう。それを担っておら

れるの は、」ICA職 員 だけでなく

(」ICA職員は主に派遣のロジステイクス

を担う)、 民間企業や行政で働く技術者

である。彼らが「JICA専 門家」である。

途上国の現場に奥深くはいりこみ、実

態を緻密かつ専門的に把握されている

のは、実は派遣された民間企業や行政

の技術者なのである。彼らが大学の教

壇にたって日本の若者に経験を話す機

会は、全国的にみても少ないのではな

いかと思われる。その点で、」ICA横

浜センターも本講座に注目されており、

実際に JECK提供講座の 1回分は、

同センターの課長がご出講くださった。

30回にわたる講義で扱われた内容は

多岐にわたる。以下列挙しておきたい。

概論のあとは、なるべくミクロ (企業)

経済学部国際連携委員 山崎圭一(教授)

のレベルの協力事業が先に、マクロな

(公共政策の)レベルの事業が後にな

るように、並べてみよう。(1)国際協力

概論、(2)品質管理・品質検査・計

量技術、(3)生産技術 (環境エンジン、

鋳造、電気工学)、 (4)中小企業振興・

企業経営・財務管理、(5)農業・水

産資源開発、(6)交通計画、(7)資

源エネルギー開発 (飲料水、石炭)、

(8)統計整備・国勢調査、(9)環境

行政・環境技術 (廃棄物、下水道、

土壌、熱帯林保全)、 (10)人道支援 (災

害緊急援助、地雷除去)、 などであった。

JICA専門家といってもほとんどが民

間企業の技術者であるし、昨年度後期

についてはコマツ社もかかわっているの

で、今回の講座は産学連携事業に分

類できる。

3 講師から学生へのメッセージ

各講師には「民間の営利企業につと

める貴兄がどのような経緯で、途上国

支援にかかわることになったのか」の経

緯説明も、講義の冒頭に挿入していた

だいた。国際貢献事業にかかわりたい

と希望する経済学部生がおおいが、そ

の方法や道筋がわからない。」ICAに

入るのがよいのかと考える学生も多い

(難 関だが、むろんそのコースもあり、

学生の皆さんは挑戦されたい)。「途上

国が求めるのは、プロの技術者や経営

者の有するプロの技術です。あわてず、

まずは普通の会社で技術や企業経営



の投資環境を飛躍的に改善するための作業を提唱したこと

に端を発する。これを受けて、'03年 4月に日本を訪問したカ

イ首相は、小泉首相との会談で同イニシアチブを立ち上げ

ることで合意した。'03年 11月に、日本からの投資誘致を促

進する日越共同イニシアチブは、税制、各種規制などの軽

減、緩和、撤廃を44項目にわたって盛り込まれ、さらにその

中で主要産業のマスタープラン策定に日本が支援すること

になった。

1.ベトナムのバイク利用の実態

公共交通機関が未発達のベトナムにおいて、バイクは唯一

の交通・通勤手段になっている。現在、1,300万台を越える

バイクが登録されており、国民の 6人の 1人がバイクを所有

していることになる。一台 5,6万円程度の金額から手に入る

ことも需要増加に拍車をかけている。国民所得の増加で、日

系メーカーの低燃料な品質の良い価格の高い機種も2桁

のパーセンテージで伸びており、5年後には4人に 1台の所

有になると踏んでいる。

・
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―
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平成22年度横浜国立大学経済学部特殊講義

2.ベトナムのバイク企業 の実態

今回のマスタープランの策定支援のため、小生は組立工場

として、日系 3社、他の外資系 2社ローカルのベトナム企業 2

社、部品メーカーとしては、ローカルとタト資系を合わせ 18社

を訪問した。そこから見えてきたことは、今後、日系 3社と台

湾系企業 1社の商標を有したアセンブラーがこの国のバイ

クのシェアーを制することになる。これらの企業で年間 120万

台は販売されることになる。国産化率が 80パーセント以上に

なるためには、部品や力]工を提供するサポーテイング・イン

ダストリーの発展が欠かせない。しかし亡、配には及ばない。ベ

トナムのバイク産業は、ローカルと外資があいまって裾野産業

がピラミッドの如く力強く育ってきている。やがて輸出産業にま

で発展することが期待されてる。

一 コマツ提供講座「日本の国際協力」(後期 2単位)

回数 ヨ付(金曜日) 講義テーマ 講師名 講師の現在の所属、職名等

第1週 10月 8日 」CAが行う政府開発援助の概要について 米林徳人

独立行政法人国際協力機構 (」 ICA)、

横浜国際センター市民参カロ協力課

研修業務第二課 課長
第2週 10月 15日 国際政治と国際協力ODA――社会,経済専門コンサルタントの視座から一― 谷岡潔 (株 )プロジェクト経済研究所取締役

第3週 10月 22日

財務管理を中心とした中小企業の経営改善

――モンゴル、中国、パキスタン、アルゼンチン、

ベトナム、マレーシア、カザフスタンなどの事例――

bll藤博通 」ECK副理事長

第4週 10月 29日 開発途上国の国勢調査に関する技術協力 石丼信行 (株)ティーエーネットワーキング技術参与

第5週 11月 12日 水資源利用分野における国際協力活動 中之薗賢治 NPO法人ジェックアソシエイツ理事長

第6週 11月 19日
日本の水産ODAの現状と課題

――特に太平洋地域の事例を中心として一―
田中秀幸 (株 )南太平洋バイオインダストリー取締役

第7週 11月 26日 東南アジアでの交通計画支援 林下幸造
横浜市「APEC創造都市事業本部
APEC開催推進課担当課長」

第8週 12月 3日 果樹を中心とした農村開発の国際協力活動 安延義弘 安延農業技術士事務所所長晨学博士

第9週 12月 10日
」ICAの初中等理数科教育拡充計画プロジェクト

(1998～ 2005年、インドネシア)への参加経験と反省点から
汐崎郁代

」ECK会員、理学博士、

日本語教室主宰(神奈川区)

第10週 12月 17日 鋳造分野における国際技術協力 近藤展啓 」ECK会員

第11週 12月 24日 環境エンジンの開発 伊藤光―郎 横浜国立大学工学研究院 講師

第12週 1月 7日
ウズベキスタンに於ける人材開発プロジェクト

ーープロジェクトマネジメント手法を適用して一―
福田信一郎 アークビジネスコンサルタント'福田 代表

第13週 1月 21日 対人地雷除去を通じたコマツの社会的貢献プロジェクト 柳楽篤司
コマツ海外事業本部

地雷除去プロジェクト室 副室長
第14週 1月 28日 中南米における下水処理技術の支援と環境汚染対策 工藤真也 (株)オービーシー海外コンサル部技術アドバイザー

第15週 2月 4日 物づくり産業分野における国際協力支援活動 菊池正夫 」ECK 理事
第16週 2月 16日 筆記試験(期末試験)注 :水曜日だが大学歴では金曜日扱い 」ECK担当者+横国側担当者

注 1月 14日は、センター試験準備日で、授業はなし。2月 11日 (金)は建国記念日(祝日)。
」ECKは、JICA Experts'Conference of Kanagawa(JICA帰 国専門家連絡会かながわ)の略称。



の力を磨きましょう。途上国を支援する

機会はいずれめく
｀
ってきます」といった

趣旨の助言をされていた講師が多かっ

たように思う。

こうした助言は、国際貢献への関心

を持ちつつも進路に迷う学生にとって、

有益だったと思われる。

4 講座の特徴 :ときに衝撃的FJ内容

大きく3つの特徴があったと思う。第

1に、地域的にはほぼ全世界がカバー

されたことである。中南米、北米、アフ

リカ、中東、欧州、南アジア、西アジア、

太平洋の島嶼国などで、一人の教員

では、とてもこれだけ多くの国の事情を

具体的にかつ臨場感をもって論じること

はできない。

第 2に、毎回発展途上国の技術開

発の課題に関する衝撃的事実が、明ら

かにされたことである。①南アジアのある

国の大都市は、立派な建造物が建ち

並ぶが、建設現場の空き地には鉄筋と

いった資財が雨ざらしで積まれていて、

錆びている。これで鉄筋コンクリートの

建物を建てている。②中南米のある国は

食品の成分検査をする機材がなかっ

た。市販のジュースを検査すると、商

品に表示された通りの成分ではなかっ

た。③一般的に途上国では計量技術が

不十分で、小麦や鉱物を数十万トン輸

出しましたといっても、きちんと測られた

数値ではないそうだ。④途上国の工場

技術者は生産機械のバグ (不具合)

を見つけられない。⑤下水処理や廃棄

物処理にいたっては途方もなく遅れてい

る。⑥粉末を均一に混ぜる基本的な技

術 (機器)すらない。

ほかにも枚挙にいとまがないが、各講

師は技術者であり、淡 と々専門的数値

を出して説明されて、誇張がない。また

短期滞在の調査による結果ではなく、1

年以上の長期滞在で現場を指導しなが

ら得られた情報である。それだけに、

講義内容には重みがあり、筆者自身衝

撃を受けた週も多かった。

5 全講座を傍聴して得た感想

筆者は本講座コーディネイターとして全

講義を傍聴させていただいたが、感想を

まとめておきたい。

第 1に、技術といういわば「素材」か

ら途上国をみることの大切さをあらためて

認識した次第である。たとえば計量技術

を考えよう。私たち経済学徒は統計数字

をみながら論じるが、その統計をつくる過

程、計量する過程を「素材」から観察さ

れるのが技術者である。そのストレートな

観察結果に、経済学徒としては、ときに

動揺した。計量技術が脆弱で、数字の

誤差は大きいという。他分野についても、

途上国の技術水準の低さについては、講

師の説明はときに「一刀両断」であるかに、

私の耳には聞こえた。文系の経済学研

究者である私は、理系的な切れ味の良さ

を味わえたように思う。

第 2に、昨今一部の途上国は新興国

といわれ、世界的資源ブームも手伝って、

その経済は活況を呈している。新興国を

含めたいくつかの途上国に限定していえ

ば、(途上国イコール貧困と停滞)という

旧来のイメージが、(途上国イコール急成

長)のイメージにとって代わられつつある。

しかし技術という素材を専門的に評価する

と、まだ課題が山積している。この活況を

みて途上国開発について楽観論に傾かな

いほうがよいと、あらためて自戒した次第

である。

第 3に、」ICA専 門家派遣というと、

公的部門の活動である。しかし実際に派

遣されている技術者は民間企業出身者が

多い。このようにみると、」ICAの事業を

単純に政府対政府の協力と分類しないほ

うがよいようだ。派遣事業そのものは税金

が投入された政府活動であるが、中身は

民からの技術移転という面をもっている。

第4に、途上国へ技術を教えすぎると、

彼らがライバルとして成長したときに、かえ

つて日本は困るのではないかという懸念の

声を、たまに耳にする。しかし今回いろい

ろな技術協力事業の事例を拝聴して、その

ような懸念は杞憂に近いと感じた。上で紹

介したように、「この技術は教えてしまうとまず

い」と′心配したくなるような内容の技術協力

事業は、少なくとも今回の講義の中には皆

無に近い。もっと協力事業を加速すべきだと

思われるほどに、技術上の課題が途上国側

に山積している。

第5に、では、そこまで途上国の技術水

準が低いならば、反対に高い水準にある日本

は安泰だろうか。今回の講師は、「かえって日

本が′しヽ配だ」との懸念を共有される方がおお

いように、筆者は感じた。彼ら講師が現地で

接した若者 (技術者、カウンターパート)の、

なんでも吸収しようという意欲の高さに比べて、

日本人の若者には全体に元気さや渇望感が

感じられないようである。1960年代生まれの私

自身が上の世代からそのように嘆かれた世代

なので、90年代生まれの今の学生を批判す

る資格は私にはないのだが、日本が安泰とは

いえないという、国際ビジネスの最前線を経験

されてきたJICA専 門家の危機感は、広く共

有されるべきであろう。

他方で、授業アンケートでの寸評や試験の

答案に書かれた内容は、鋭くかつ深いという

感想も講師から得た。横国大生が実力を秘め

ていることを再認識した次第である。


